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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22年 4月 14日に開示した平成 23年 2月期（平成 22年 3月 1日～ 
平成 23年 2月 28日）の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたします。 
 

記 
 
1.平成 23年２月期連結業績予想数値の修正（平成 22年 3月 1日～平成 23年 2月 28日） 

（単位：百万円） 
 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連 結 純 利 益 1 株 当 た り 純 利 益 (円 ) 
前 回 発 表 予 想 （ A） 175,000 2,500 2,700 100 158 
今 回 修 正 予 想 （ B） 175,000 4,500 4,800 500 792 
増 減 高 （ B― A ） ― 2,000 2,100 400  
増 減 率 （ ％ ） ― 80.0％ 77.8％ 400.0％  
（参考）前期実績 

（平成 22年 2月期） 
179,602 △895 △476 △8,941 △14,162 

 
２．修正の理由 
 グループ主要各社における原材料単価の低減や加工費の削減、人時生産性改善など、昨年来グループ横断的

に取り組んでまいりましたコスト低減活動の進捗による利益改善が顕著となってきており、本日開示いたしま

した第３四半期連結累計期間における連結営業利益は 28 億円、連結経常利益は 32 億円と、通期での当初見
込値を上回る実績となりました。 また、主要セグメントにおける店舗閉鎖数の増加及び新店計画の見直し等

の影響による売上高の減少はあるものの、㈱吉野家における「牛鍋丼」の発売を契機とした来店客数増加への

取り組みも奏功し、総じて売上高は堅調に推移しております。一方で、グループ各社における収益構造改革に

伴う固定資産除売却損失・減損損失等の特別損失計上の結果、法人税等控除後の第３四半期連結累計期間純利

益は５百万円となりました。 
 これらを総合的に勘案した結果、平成 23年 2月期の通期連結業績予想について当初予想に対して連結売上
高は据え置きとし、連結営業利益は 20億円増加、連結経常利益は 21 億円増加、連結純利益は 4 億円増加の
上方修正といたしました。 
 
（注）業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想    

   数値と異なる場合があります。 

以上 


